
指定日

種別

年代

所在地

所有者

内容

国交省、朝来市、そ�他個人用地

32．池田
い け だ

古墳
こ ふ ん

平成25年3月22日

兵庫県指定史跡

古墳時代中期

朝来市和田山町平野

庫裡書院�裏庭になっている、背後�魚伏山を背景に、傾斜面を巧みに利用して石組み
を施し、下部に排水もかねた園池をつくった典型的な上下二段式�構成である。極めて単
調な平面構成に特色がり、そ�形式から作者�（江戸）岩崎清光と考えられる。時代�、寛
永年間（1789～1800）と思われる。

5世紀初頭に築造された但馬最大�前方後円墳。全長171ｍ（周濠含め）と推定される。

明治期�山陰線敷設に伴い墳丘�土が持ち出されたと伝えられ、現状�残存状況につ

いて�良くない。しかし、昭和46（1971）年度から�発掘調査を�じめ、くびれ部�埴輪列が

確認されるなど、墳丘規模を復元できる一定�成果が得られた。平成18（2006）年度から�

朝来市による調査で�墳丘基底部�検出とともに、それまで知られていなかった造出（つく

りだし）�存在を確認した。そ�後、平成20（2008）年度から�県立考古博物館による発掘

調査で�、造出が2か所あることと共に、渡土堤（わたりどて）という古墳�内と外をつなぐ構

造物が検出された。これら一連�発見にあわせ、東�造出付近で出土した23体も�水鳥形

埴輪�、古墳�祭祀実態を検討するうえで大きな成果となった。埋葬施設�不明であるが、

和田山町高田�墓所で発見された長持形石棺材�、時期・内容ともに本古墳にふさわしい。

池田古墳�市内に存在する大型古墳とともに「但馬�王墓群」�ひとつとして位置づけら

れる。
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